
地域ケアの確立に向けて

我が国は、今後、前例のない超高齢社会に突入していき
ます。三重県でも、2005年には、既に出生数が死亡数を
下回る、いわゆる人口の「自然減」が始まっており、「人
口減少局面」に入っています。今後、人口減少はペースを
徐々に速め、30年先には3人に1人以上が65歳以上になっ
ていきます。さらに、高齢者単独世帯や認知症高齢者の増
加も予測されます。

こうした環境変化への対応の成否が、三重県の今後を大
きく左右します。現実を直視せず、対応を怠れば、緩やか

に、しかし、着実に衰退の道を歩むことでしょう。健全な危機感を持ち、対応を取る
ことこそが重要であると考えます。

国の介護制度改革・医療制度改革・地域福祉施策は、すべて「地域」を重視してい
ます。「ニア・イズ・ベター」の考え方を基本に、地域のことは地域が主体的に決め
ることができる「地域主権」が、この国に求められるカタチです。社会保障制度は、
既にこの「地域主権」の方向で舵が切られており、県・市町は、「地域がやる気にな
れば何でもできる」というこの状況を活用し、何をなすべきか、何ができるのかを考
え、具体的な行動(アクション)を起こしていくことが必要です。

三重県が目指している姿は、“2025年・2035年を見据えた地域ケアの確立”で
す。地域ケアとは、住み慣れた自宅や地域において最期まで安心して暮らし続けるた
め、高齢者のニーズや状態の変化に応じて、介護サービスのみならず、地域の保健・
医療・福祉サービス、さらにはインフォーマルサービスを、有機的に結びつけて、切
れ目なく提供するものです。

2007年12月には、30年先を展望し、三重県の置かれた状況と今後の施策の方向性
を関係者間で共有し、共に歩み始める標(しるべ)を提示する「みえ地域ケア体制整備
構想」を策定しました。

今般、介護保険の第4期計画のスタートに併せ、「みえ高齢者元気・かがやきプラ
ン」を改訂し、「みえ地域ケア体制整備構想」で示した三重県の未来予想図の実現に
向けて、2009年度からの3年間に取り組む“3つの戦略”と“50の具体的行動”を定
めました。

今後、本プランに基づき計画的に取組を進め、地域ケアの確立に向けた基礎を固
め、三重県の明るい未来への道を拓きます。

平成21年3月

三重県知事 野 呂 昭 彦
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